
長崎市障害者自立支援協議会 相談支援部会 

令和元年度 活動報告 

■令和元年度活動報告 

開催時期 内  容 

４月 17 日 

 11 名 

相談支援部会 

今年度の計画について 

・6月連携会議について 

6 月 11 日 

 7 名 

相談支援部会 

・6月 28 日連携会議について 

・長崎市の障害福祉サービス等の手続きについての見直し 

6 月 28 日 

 47 名 

相談支援部会連携会議 

・行政報告 

・座談会 

7 月 11 日 

 8 名 

相談支援部会 

・6月 28 日連携会議の気づき 

・9月地域生活支援部会合同研修会について 

・長崎市の障害福祉サービス等の手続きについての見直し 

9 月 11 日 

 8 名 

相談支援部会 

・9月地域生活支援部会合同研修会について 

・初心者向け勉強会について 

・長崎市の障害福祉サービス等の手続きについての見直し 

9 月 24 日 

 54 名 

相談支援部会・地域生活支援部会合同研修会 

・地域移行・地域定着について 

・地域移行・地域定着における DVD 鑑賞 

・当事者による体験談発表 

・地域移行利用者アンケート調査報告 

・グループワーク 

10 月 11 日 

 10 名 

相談支援部会 

・9月地域生活支援部会合同研修会気づき 

・新任者向け勉強会について 

・長崎市の障害福祉サービス等の手続きについての見直し 

11 月 12 日 

 42 名 

新任者向け勉強会 

・福祉サービスの説明など 

・グループワーク 

12 月 11 日 

 8 名 

相談支援部会 

・新任者向け勉強会の気づき 



 

 

■課題等 

・昨年度初めて新任者向けの勉強会を行った。実務経験３年未満の方を対象と

したが４２名の参加があり、関心の高さが伺えた。継続して実施していきたい。 

・相談支援専門員の数が不足しているため相談支援専門員一人当たりの担当件

数が多く負担が大きくなっている。丁寧な対応ができず、相談支援専門員の質

の低下にも繋がる可能性がある。相談支援専門員のニーズにあった研修の計画

や相談できる体制づくりが必要。 

・新規や困難ケースを受けるサービス事業所が少なく、また地域によっても事

業所の数に偏りがあり、事業所を探すのに苦慮している。社会資源の開発や支

援体制づくりが必要。 

・連携する職種が多く、他機関との連携がスムーズに図れていない。各分野と

のネットワークを作っていく。 

・医療的ケア児者の支援の体制づくり。 

・新型コロナウィルス感染や災害など緊急時の体制づくり。 

・運営会議報告 

・12 月 13 日子ども部会合同意見交換会について 

・長崎市の障害福祉サービス等の手続きについての見直し 

12 月 13 日 

 23 名 

相談支援部会・子ども部会合同意見交換会 

・グループワーク 

1 月 14 日 

 9 名 

相談支援部会 

・長崎県立盲学校の説明 

・子ども部会合同意見交換会気づき 

・令和 2年度計画 

・長崎市の障害福祉サービス等の手続きについての見直し 

3 月 11 日 

 9 名 

相談支援部会 

・令和 2年度計画担当決め 

・5月連携会議について 

・子ども部会合同意見交換会今後について 

・長崎市の障害福祉サービス等の手続きについての見直し 


